
                        

あなたが変える！水辺が変わる！熱い参加者おいでんせぇ！！ 

～旭川かわまちづくり社会実験を実施します～ 

 

旭川かわまちづくり計画検討・推進会議では、旭川の水辺空間を活用したまちづく

りに取り組んでおり、岡山後楽園、岡山城を中心として、水辺の回遊性・親水性の向

上、憩い・賑わいの空間の創出により、歴史・文化や河川の景観を身近に楽しめる環

境づくりを進めています。 

この度、旭川の水辺空間において民間事業者等により新たな水辺のにぎわいを創出

する可能性を検証するため、水面利用における社会実験を実施します。 

 

記 

 

実施場所：旭川の水面（新鶴見橋～京橋） 

実施内容：岡山後楽園、岡山城周辺一帯の旭川の水面を利用し、周辺地域の活性化 

に寄与する取り組みであること 

 実験期間：令和２年５月１日（金）～令和２年１０月３１日（土）       

 応募方法：募集要項および応募様式を岡山市ホームページからダウンロードし、 

必要事項を記入の上、「旭川かわまちづくり計画検討・推進会議事務局 

（岡山市都市整備局庭園都市推進課）」へ、持参又は郵送して下さい。 

 募集期間：令和２年２月４日（火）～令和２年２月２８日（金） 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

 ○岡山市        電話 ０８６－８０３－１０００（代表） 

（窓口）都市整備局 庭園都市推進課 課長 児子
に ご

 憲人
のりひと

（内線３６８１） 

 ○岡山商工会議所    電話 ０８６－２３２－２２６６ 

   （窓口）理事・事務局長 鶴岡
つるおか

 良
よし

孝
たか

 

○国土交通省 中国地方整備局 岡山河川事務所 

電話 ０８６－２２３－５１９４（直通） 

   （窓口）副 所 長     常
つね

保
やす

 雅
まさ

博
ひろ

 

管理第一課長 課長 野津
の つ

 善
よし

英
ひで
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≪各種様式≫ 

・応募申請書             （様式 1 号） 

・暴力団排除に関する誓約書      （様式 2 号） 

・応募する取組みについての企画提案書 （様式 3 号） 

・使用許可証             （様式 4 号） 

・実施報告書             （様式 5 号） 

・社会実験来場者アンケート調査 
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1 旭川社会実験の趣旨 

 

旭川かわまちづくり計画検討・推進会議（※1）（以下「計画検討・推進会議」とい

う。）では、旭川の水辺空間を活用したまちづくりに取り組んでおり、岡山後楽園、岡山城

を中心として、水辺の回遊性・親水性の向上、憩い・賑わいの空間の創出により、歴史・文

化や河川の景観を身近に楽しめる環境づくりを進めています。 

この度、計画検討・推進会議では、旭川の水辺空間において民間事業者等により新たな水

辺のにぎわいを創出する可能性を検証するため、水面利用における社会実験を実施します。 

社会実験では、新鶴見橋から京橋までの旭川の水面において営業活動が可能です（※

２）。 

社会実験の趣旨に賛同し、岡山後楽園・岡山城周辺一帯の旭川の水面を利用し、周辺地域

の活性化に寄与する活動を行う希望のある事業者（以下「施設使用者」という。）は、本要

項に基づき、応募願います。 

計画検討・推進会議では、この取り組みで市民ニーズの把握や営業活動の実態、条件整理

などを行い、今後の旭川の利活用の在り方に反映します。 

 

 

※１ 旭川かわまちづくり計画検討・推進会議は、地域住民（地元町会）、地元活動団体、岡

山商工会議所、岡山市、岡山県や国土交通省岡山河川事務所で組織しています。 

※２ 国の河川管理では、2011年（平成23年）、河川敷地を占用する場合のルール「河川

敷地占用許可準則」が改正され、一定の枠組みの中で民間事業者等も河川敷地を使用

した飲食店や売店、オープンカフェ等の営業が可能になりました。 
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2 募集内容・使用条件 

 

① 実施エリア 〇旭川本川（新鶴見橋～京橋）（詳細は次ページのとおり） 

②募集期間 令和２年2月4日（火）～2月28日（金） 

③実施期間 〇令和2年5月1日（金）～10月31日（土） 

〇午前8時～午後9時までの時間内 

 （活動時間は、基本的に施設の準備から片付けまで含む） 

④使用料等 〇占用施設の内容により別途協議。 

⑤使用条件 〇社会実験の趣旨に合っていること。また様式3の応募する取組みについて

の企画提案書に記載のある内容以外の使用は禁止します。 

【趣旨】岡山後楽園、岡山城周辺一帯の旭川の水面を利用し、周辺地域の活

性化に寄与する取組であること。 

〇以下の事項を実施できることを条件とします。 

・モーターボート等のエンジン使用は原則みとめません。 

・占用施設は、使用期間を満了し退去する時には原状回復を行うこと。 

・出水時の施設撤去に関する計画があり、出水時の撤去対応が可能なこと。 

・周辺環境に配慮し、施設区域内にごみや汚れがないよう清掃等を心がける

こと。 

・騒音対策、煙害、におい、ごみ処分など周辺環境に十分配慮すること。 

・他の自由使用する利用者を妨げないこと。 

・苦情には適切、かつ、真摯に対応するとともに、その対応内容を計画検

討・推進会議に報告すること。 

・水難事故や使用区域内の交通事故等が発生しないように注意喚起するとと

もに避難指示を適時・的確に行うこと。 

・事業運営にあたっては、使用者及び第三者等に損害を与えた場合の損害賠

償責任の履行に備え、損害保険、賠償責任保険等の保険に加入すること。 

・使用に際して、許可証を提示すること。 

⑥緊急時の対応 ・大雨や台風などの緊急時には、水位上昇の危険があるため、河川管理者

（岡山河川事務所）、計画検討・推進会議事務局の指示に従い、設置物を

川の外に退避させ、避難すること。 

⑦その他 ・事業に必要な備品・装置は必要に応じて使用者側で準備すること。 

・既存の施設を活用するものとし、新たな施設の設置はしません。 

・事業運営に必要な関係者との協議は応募者自らが行うこと。 
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社会実験実施対象箇所 

【対象地】新鶴見橋～京橋の水面 

【対象地説明】 

・岡山後楽園、岡山城を望むロケーションで、カヌーやボートなどの水辺での利用が可能な

エリア 

【募集プログラム】 

・旭川の水面を利用した活動（モーターボート等のエンジン使用は原則みとめません） 

【主な設備の有無】 

・親水護岸利用可、桟橋なし 
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3 募集方法 

 

3.1 スケジュール 

 

①募集要項の公表 令和2年2月4日（火） 

②質問書受付 令和２年2月４日（火）～2月12日（水） 

③質問書回答 令和2年2月18日（火） 

④応募書類受付 令和２年2月４日（火）～２月28日（金） 

⑤候補者の決定及び公表 令和2年3月1９日（木）以降 

⑥審査結果通知 令和2年3月1９日（木）以降 

⑦協議・調整 令和2年３月1９日（木）～4月30日（木） 

⑧使用契約締結 令和2年4月30日（木） 
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3.2 応募資格 

 応募者は、本要項に定める内容及び条件等を十分理解し、かつ、信用を有する者としま

す。 

また、次の①～⑥のいずれかの項目に該当する場合は、応募資格を有しないものとしま

す。なお、応募以降、審査終了までに①～⑥の項目に該当した場合は、応募資格を失うもの

とします。 

① 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第2条第2号に定める暴力団（以下

「暴力団」という。）のほか、次のアからオまでのいずれかに該当する者 

ア 法人の役員等が暴力団員である者又は暴力団員がその経営に関与している者 

※役員等とは、「法人の役員又はその支店若しくは営業所を代表する者で役員以外

の者」をいう 

イ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的

をもって暴力団の利用等をしている者 

ウ 暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど直接的又は

積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している者 

エ 暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者 

オ 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用している者 

② 応募書類提出時、税金を滞納している者 

③ 法令等の規定により許認可等が必要とされる場合は、許認可等の条件となる免許を有

していない者 

④ 宗教の教義を広め、儀式行事を行い、及び信者を教化育成することを主たる目的とす

る者 

⑤ 政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対することを主たる目的とする者 

⑥ 社会通念上不適当あるいは違法なものを販売する者 
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3.3 応募方法 

受付期間内（令和２年2月４日（火）～２月28日（金））に応募書類を全て整えて、「計画

検討・推進会議事務局（岡山市都市整備局 都市・交通部 庭園都市推進課）」へ、持参または郵

送してください。（土日祝日を除く午前９時～午後５時の間） 

郵送の場合は、２月２８日（金）必着でお願いします 

なお、ご不明な点等ございましたら申請前に下記担当課までご相談願います。 

岡山市都市整備局 都市・交通部 庭園都市推進課 

〒700-8544 岡山市北区大供一丁目1番1号 

TeL. 086-803-1395 

 

 

3.4 質問及び回答方法 

募集に関して疑義がある場合には、質問書を担当課（３.３ 応募方法 参照）までメール

（teientoshi@city.okayama.lg.jp）、持参または郵送してください。様式は問いません。（質

問書受付期間：令和２年2月4日（火）～2月12日（水）、午後５時必着） 

回答は、令和2年2月18日（火）午後５時までに岡山市のホームページに掲載します。 

回答内容については、募集要項と同等の効力を持つものとします。 
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3.5 応募書類 

① 応募申請書 （様式１号） 

② 暴力団排除に関する誓約書（様式２号）及び資料（役員等一覧表を含む） 

③ 納税証明書（住所（所在地）を置く市町村等が発行した滞納のないことの証明書） 

④ 応募する取組みについての企画提案書 （様式３号） 

応募書類は、各１部提出してください。 

 

3.6 応募書類作成上の留意点 

以下の項目に留意して各提出書類を作成してください。 

① 応募書類の言語は日本語、単位はメートル法、通貨は日本国通貨を使用すること。 

② 応募書類で使用する文字の大きさは、原則として10.5ポイント以上とする。図を用いる

場合等の文字については、この限りではないが、文字が十分読み取れる程度とするこ

と。 

③ 関係法令及び条例を遵守し、かつ募集要項に記載された条件を満たすとともに、必要な

協議確認を行った上で応募書類を作成すること。 

④ 応募書類作成及び提出に必要な諸経費は、応募者の負担とする。 

 

3.7 応募書類の取扱い 

この応募に関して必要と認める場合を除き、提出された応募書類は公表しません。また、

提出された応募書類は一切返却しません。 
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4 審査について 

 

4.1 審査方法 

計画検討・推進会議において、応募者の中から審査基準に基づき、応募書類の審査（内容

に確認の必要がある場合は計画検討・推進会議事務局が事前にヒアリング）を行い、施設使

用者の候補者（以下「候補者」という。）を決定します。なお、必要に応じて追加資料の提

出を求める場合があります。 

 

4.2 審査基準 

以下の項目について、様式3号（応募する取組みについての企画提案書）で確認し、審査

します。 

①  地域、社会実験への理解度及び貢献度 

・岡山後楽園、岡山城周辺一帯の旭川の水面を利用し、周辺地域の活性化に寄与できる内容

であるか。 

・にぎわいと憩いの場所として旭川の水面を活用する内容であるか。 

②  周辺環境への配慮、公共空間の適正管理 

・占用施設の使用期間満了後、退去時の原状回復することが確認でき、その提案が適切で

あるか。 

・ごみや汚れがないよう清掃等の対応について確認でき、その内容が適切であるか。 

・騒音対策、煙害、におい、ゴミ処分など周辺環境への配慮することが確認でき、その内

容が適切であるか。 

③ 利用者への配慮と安全性 

・他に自由使用する利用者の妨げにならないように配慮がされているか。 

・第三者被害に対する配慮がされているか。 

・利用者の苦情、事故等の対応について確認でき、その内容が適切であるか。 

・損害保険、賠償責任保険加入の記載があるか。 

④ 出水時の施設撤去 

・出水時の撤去に関する計画があり、対応が可能な体制等が明記されていること。 
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4.3 候補者の決定時期及び審査結果の公表 

① 候補者の決定は、令和2年3月1９日（木）を予定しています。 

② 審査結果は、各応募者に通知します。また、候補者として決定した者については、その

名称等を公表します。 

③ 審査の経過や内容、結果についての問い合せには、一切応じません。 

④ 審査を実施した結果、一定の基準に達した応募者がないときは、選定しない場合があり

ます。 

 

4.4 募集・選定に関する留意事項 

（1） 応募書類の提出後は、原則として記載内容の変更はできないものとします。 

（2） 応募者が、次の①～③に掲げる事項に該当したときは、その者を選定の対象から除

外し、又は候補者の決定を取り消すことがあります。 

① 応募書類に虚偽の記載があった場合 

② 応募資格を満たしていないことが判明した場合 

③ 著しく社会的信用を損なう行為により、応募者が施設使用者として業務を行うこと

について、ふさわしくないと判断した場合 

 

4.5 協議・調整 

使用する場所や期間等について、必要があると認める場合、計画検討・推進会議がヒアリ

ング等を実施し、協議・調整を行います。 

調整にあたっては、長期間の使用や使用面積の広い事業を行う候補者を、優先的に取り扱

います。 

 

4.6 使用契約の締結 

候補者は、施設の使用及び運営に関して、本要項及び使用内容に基づく使用契約書を締結

します。 

 

4.7 営業開始予定 

候補者は、令和２年５月１日（金）以降の活動に向け、使用契約を締結したのち、開業準

備をお願いします。 
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5 実施報告書・アンケートの提出について 

 

社会実験実施後は、実施報告書とアンケート（来場者用）の提出をお願いします。 

実施報告書の中には収支報告も含まれます。来場者との金銭の授受がある場合について

は、収支報告の提出をお願いします。ただし、収支報告の内容は公開いたしません。 

 

 



 

 

（様式１号） 

（宛先）旭川かわまちづくり計画検討・推進会議 

住所（法人、団体にあっては所在地） 

 

氏名（法人、団体にあっては名称及び代表者の氏名） 

 

応 募 申 請 書 

旭川かわまちづくり社会実験募集要項の規定に基づき下記のとおり申請します。 

 

記 

１ 事業内容 

 

２ 占用施設のエリア 

 

３ 設置する施設 

管理施設、桟橋、案内板、その他（         ） 

 

４ 使用期間 

令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 （使用日数 日） 

 

５ 提出書類（各１部） 

・暴力団の排除に関する誓約書（様式２号）及び資料（役員等一覧表を含む） 

・納税証明書（住所（所在地）を置く市町村等が発行した滞納のないことの証明書） 

・応募する取組みについての企画提案書 （様式３号） 

 

６ 連絡先 

担当者氏名（ふりがな）：  

電 話： 

ＦＡＸ： 

E-mail： 

  



 

 

（様式２号） 

暴力団排除に関する誓約書 

年   月   日 

（宛先）旭川かわまちづくり計画検討・推進会議 

住所                      

氏名                    ㊞ 

 

私は、下記の事項について誓約します。 

なお、必要な場合には、警察署に照会することについて承諾し、当該事項に関する書類の

提出を旭川かわまちづくり計画検討・推進会議から求められた場合には、指定された期日ま

でに提出します。 

記 

 

１ 自己又は自己の法人その他の団体の役員等は、次のいずれにも該当する者ではありませ

ん。 

（1）暴力団 

（2）暴力団員によりその事業活動を実質的に支配されている者 

（3）暴力団員によりその事業活動に実質的に関与を受けている者 

（4）自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加える目的をも

って、暴力団又は暴力団員を利用するなどしている者 

（5）暴力団又は暴力団員に対して資金を提供し、又は便宜を供与するなど直接的又は積極

的に暴力団の維持又は運営に協力し、又は関与している者 

（6）暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを不当に利用している者 

（7）暴力団員と密接な交友関係を有する者 

（注）１ 個人の場合は氏名欄の下に生年月日を記載すること。 

（注）２ 法人および団体の場合は役員の氏名及び生年月日が明らかとなる資料を添付する

こと 

以上  

  



 

 

（様式３号） 

応募する取組みについての企画提案書 

氏名（団体名称）  

企画概要 

①事業内容 

②使用期間 

③希望する場所 

 

工作物等配置図  

審査基準への配慮

事項 

①地域、事業への理解度及び貢献度 

 

②周辺環境への配慮、公共空間の適正管理 

 

 

③利用者への配慮と安全性 

 

 

④出水時の施設撤去 

（緊急時（事故、出水、地震、台風等）の対応方針及びその体制） 

 

 

※ 必要に応じて、別紙や図面等を添付してください。 

 



 

 

（様式４号） 

使用許可書 

第    号    

年  月  日  

               様 

旭川かわまちづくり計画検討・推進会議   

年  月  日付けで申請のありました水面利用を次のとおり許可します。 

使用する団体  所属  

事業内容  

使用期間  

希望する場所  

使用条件 ○社会実験の趣旨に合っていること。また、様式３号の応募する取組みにつ

いての企画提案書に記載のある内容以外の使用は禁止します。 

【趣旨】岡山後楽園、岡山城周辺一帯の旭川の水面を利用し、周辺地域の活

性化に寄与する取組であること。 

○以下の事項を実施できることを条件とします。 

・モーターボート等のエンジン使用は原則みとめません。 

・占用施設は使用期間満了、退去時には原状回復を行うこと。 

・出水時の施設撤去に関する計画があり、出水時の撤去対応が可能なこと。 

・周辺環境に配慮し、使用区域内にごみや汚れがないよう清掃等を心がける

こと。 

・騒音対策、煙害、におい、ごみ処分など周辺環境に十分配慮すること。 

・他の自由使用する利用者を妨げないこと。 

・苦情には適切、かつ、真摯に対応するとともに、その対応内容を計画検

討・推進会議に報告すること。 

・水難事故や使用区域内の交通事故等が発生しないように注意喚起するとと

もに避難指示を適時・的確に行うこと。 

・事業運営にあたっては、使用者及び第三者等に損害を与えた場合の損害賠

償 責任の履行に備え、損害保険、賠償責任保険等の保険に加入すること。

また、加入保険証書の写しを計画検討・推進会議に提出すること。 

・使用に際して、許可証を掲示すること。 

緊急時の対応 ・大雨や台風などの緊急時には、水位上昇の危険があるため、河川管理者

（岡山河川事務所）、計画検討・推進会議事務局の指示に従い、設置物を川

の外に退避させ、避難すること。 

その他 ・事業に必要な備品・装置は必要に応じて使用者側で準備すること。 

・既存の施設を活用するものとし、新たな施設の設置はしません。 

・事業運営に必要な関係者との協議は応募者自らが行うこと。 



 

 

（様式５号） 

実施報告書 

氏名（名称）  

事業概要 

①事業内容 

②使用期間 

③使用エリア 等 

 

工作物等配置図  

緊急時（事故、出水、

地震台風等）の対応の

有無、実施内容 

（有り、無し） 

審査基準への配慮（実

施状況） 

① 地域、事業への理解度及び貢献度 

 

 

② 周辺環境への配慮、公共空間の適正管理 

 

 

③利用者への配慮と安全性 

 

 

④出水時の施設撤去 

 

 

 

事業実施における課題  

事業実施の効果  

※ 必要に応じて、別紙や図面等を添付してください。 



 

 

社会実験来場者アンケート調査 

１ 記入される方についてお聞きします。 

性別  □男性 □女性 

年齢  □10 代 □20 代 □30 代 □40 代 □50 代 □60 代 □７０代以上 

住所  □岡山市  □その他県内（     ） □県外 

 

２ 今回の企画をどうやって知りましたか？ 

□ホームページ □社会実験のリーフレット 

□友人、知人からの情報 □その他（ ） 

 

３ 今回の企画はいかがでしたか？ 

参加した社会実験（ ） 

□良かった  □改善が必要 

○上記で回答した理由（ ） 

 

４ 旭川でどんな催しがあったら来たいですか？自由にお書きください。 

（例・バーベキュー大会、アートイベントなど） 

 

 

５ もし、その催しが開催されたら誰と来たいですか？ 

□友人と  □家族と  □ひとりで  □その他（        ） 

 

４ 旭川を日常的に利用する際、あったら良いと思うものはありますか？ 

自由にお書きください。（例・ベンチ、お店など） 

 

 

６ この場所までの交通手段は？ 

□徒歩 □自転車 □オートバイ □自動車（４輪） □公共交通機関（      ） 

□その他（     ） 

 

７ この場所以外にどこに行きますか、あるいは行きましたか？ 

□岡山後楽園 □岡山城 □美術館 □〇〇カフェ □表町  

□その他（      ） 


